













































































































































































































































④ Jog のペースがかなりゆっくり（5min/km 程度）であり、
Jog やその他の練習が長時間かかる傾向がある。
⑤半月単位で練習計画を立てている。しかも、すべての練習メニュ
ーおよび設定タイムまで細かく計画されている。
7． 村澤選手の走スキルの特徴
　Photo6は、村澤選手と一般的なロードランナーとの走スキルをダー
トフィッシュ・ストロモーションで映像加工したものである。
　一般的に箱根駅伝で走る選手は、体重移動で足を運ぶ典型的な日本人
型のロードランナータイプが多い。しかし、村澤選手における走スキル
の特徴は、「脚のバネ」いわゆる「キック」を使う中距離ランナータイ
プである。また、筆者の個人的なイメージではあるが、つま先側から着
地しているように見受けられ、明らかにスピードを重視しているのがわ
かる。この走スキルは、一般的なロードランナーよりもエネルギー消耗
は多いと思われる。現在のダイナミックなストライド走法では、足への
負担が大きいので、今後は、上下の動きを抑え、ややコンパクトな走法
にすることによって持久力の問題が解消されマラソンランナーとして大
成する可能性は大きい。
Photo6　村澤選手の走スキルの特徴
8． おわりに
　今日、大学スポーツのなかで箱根駅伝は最も注目される競技の一つに
なってきた。第63回大会（昭和62年）からテレビで生中継されるよう
になって、箱根駅伝の人気は過熱気味である。テレビでお正月に放映さ
れるこの番組は、視聴率が毎回25％を超えるという凄い大会になって
いる。そこで関東の各大学は、箱根駅伝の持つ力、影響力を高く評価し、
箱根駅伝への経済的および人的支援を行い、チームの強化にあたってい
る。その結果、過去の優勝校やシード校そして伝統校であっても2～3
年後には本戦大会に出場できない程、競争が激化している。これは少子
化の時代を迎え、大学の経営側が箱根駅伝を大学経営のための宣伝広告
媒体として利用している事も理由の一つであろう。このような時期に、
直接的な指導現場を離れているとはいえ、本学の陸上競技部長をしてい
る筆者を陸上競技の実践研究者として認めていただき、快く受け入れて
くれた東海大学の新居利広教授の懐の広さに心より感謝申し上げたい。
　最後に、東海大学体育学部新居研究室、東海大学駅伝部、専修大学駅
伝部の各メンバー、そして長期国内留学の機会を与えていただいた専修
大学および専修大学社会体育研究所の所員にも重ねて深謝申し上げたい。
